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3年 生 は あ と 1lヶ 月 で卒 業 を迎 え ます 。 自分 の意 思 (何 か を しよ う とい う思 い )
と責任 にお いて進 路 を選 択 します :み な さん の卒 業 後 の進 路 は限 りな く広 が って い ま
す 。 自分 の 「夢」 を見 す え て、船 出 の準備 を しつか りと して い きま しょう。
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って います 。
この数値 は全 国的 な統計 の デ ー タで あ り、学 校 によ つて実 態 は異 な ります 。しか し、

ほ とん どの 中学 生 が進 路 と して高 等 学 校 進 学 を選 ん で いる とい う ことは読 み取 る こ と
が で きます 。

きて 、高 等 学 校 と就 職 につ い ては、一般 的 に よ く知 られ て い ます 。 しか し、 それ 以

外 の 区分 につ いて は 、 よ くわ か らな い という場合 もあ ります 。
そ こで 、「高 等 専 門 学 校 」「専 修 学 校 」「公 共 職 業 能 力 開 発 施 設 J「 事 業 所 内訓 練 施
設 」 につ いて説 明 します の で、進 路決 定 の際 の参 考 に して ほ しい と思 い ます 。

あ等専門灯校
二 般 に 「高 専」 と呼 ばれ ます 。大 学 と並 ぶ高 等 教育機 関 であ る のが特 徴 です 。前 期
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あ ります 。

「

修冥校
就 職 した り、資格 を得 る た め に役 立 つ知識 や技 術 を よ り専 門 的 に学 ぶ学 校 です 。入

学 資格 によ って次 の 3つ の課 程 が あ ります。
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このうち、中学校卒業者が進学す る高等課程 では、 ほ とん どが 3年 間修学 し、高等
学校卒業 と同等の資格が得 られ ます 。(「 大学入学資格付与指定校制度」といいます。)
通信制 の高等学校 と連柳 し、同時 に高校修

『

となる専修学 校 もあ ります 。`

(― 社 )福 島県専修学校各種学校連合会 に加盟 している県中地 区のの専修学校 は、「福
島県理工専 門学校」「郡 山学院高等専修 学校」「今泉女子専 門学校  高等課程」「国際
アー ト&デ ザイン専 門学校  高等課程」 の 4校 です。

公 矢職業 能 力開発施 設
職業 に必 要 な知 識 や技術 を身 につ け る こ とを 目的 と した公共 の教育機 関 。各都 道 府

県 で設 置 して いる施 設 に職 業 訓 練 開発 校 が あ る。 た だ し、 中卒 者 を対 象 と した学科 は

少 な いです 。

事 業 所 鵞り1練 施 設
会社や事業所に就職し、給料をもらいながら、仕事に必要な知識や技術を習得する
こ とを 目的 と した教 育 施設 です 。


